
学校教育目標

項目 目標・取組 評価指標
自己
評価

診断・分析 学校関係者評価

A

A

A

A

働き方改革を推進し、教職
員にとって働きがいのある
園づくりする。

・同僚性を高め、のりしろのある働き方を
推奨していく。
・研修、会議ではITC機器を活用し、ペー
パーレスで効果的、効率的に行う。

A

・新任の職員が多いこともあり、見通しの持ちながら仕事内容を共
有する必要があったが、助け合いながら仕事に向かえている。
・教務主任を中心に会議資料の作成や進み方の工夫があり、時
間内に会議を終わらせることができた。また、データで資料を共有
することで印刷の時間を短縮することができ、次年度につなげるこ
ともできている。

園内での働き方改革ができているの
で、A評価で良い。来年度は預かり保育
職員との連携を考える必要がある。
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主体的な生活を創造する子　～自発・自律・協同～

学校
経営

安心で安全な教育・保育
環境づくり

子育て支援
（幼稚園教育の大切さを発

信）

自分の力で生活したり遊ん
だりすることを楽しむ。 主体的な学びの姿を追求し、育とうとして

いる力、育てたい力と必要な支援を明確
にした指導計画を作成する

友達の気持ちや自分の思
いの伝え方を知り、自分や
友達のよさに気づく。

・一人一人に寄り添いそれぞれの思いを
大切にし、協同的な遊びにつながる保育
を行う。
・いじめにつながらないように、友達との思
いの違いに気づくようにかかわり、お互い
の思いを出し合う場を作る。

園施設や設備・遊具について計画的に安
全点検や防災訓練を行い、危機管理意
識を高める。

・園行事や保育参観会などで子どもの育
ちを共有し子育てを支える。
・未就園児の園庭開放「おひさま」を６回
開催し、参加者が増えるように開催日や
内容の工夫をする。
・子育て講座の２回開催（6・９月）
・スクールカウンセラーや関係機関を活用
した教育相談の充実を図る。
・懇談会やたより・HP等で在園児や未就
園児の保護者への子育て支援を行う。

　主体的な学びの姿を明確にした指導計画を作成し、学
年運営や研修の時間に具体的な支援の仕方を話し合った
ことで自分から遊びや生活に取り組む力が育ち、園生活を
楽しむようになってきている。

・一人一人の育ちのペースを大切にしながら、思いを丁寧に受け
止め支援したことで、思いを出し合って遊んだり、互いを思いやっ
てかかわる姿が多く見られるようになったりしてきた。
・友達同士で思いがぶつかった時には、教師が双方から話を聞
き、お互いが相手の気持ちに気づくことができるように支援したり、
必要に応じて話を整理したりしたことで、相手の思いを受け止めら
れるようになった子が増えてきている。

子どもの思いと発達を捉えた指導を

していて、子どもが豊かな経験をし

ている。

子どもの生活の様子や表現の様子を見
ると子どもの意欲が育っていて、成長を
感じる。表現力が育ったことで、全体の
力がのびている。

安全面の管理や危機意識への支援は
大切なことなので、引き続き力をいれて
ほしい。

・毎月の安全点検では実際に触ったり使ったりしながら確かめ、点
検を行ったり、養護教諭の視点から、衛生面を含めた安全管理を
行たりしてきた。また、朝や降園後の園内整備で遊具の点検を
行ったり、子どもの動線を考えて環境作りや片付けをしている。
・毎月避難訓練を行うことで、子ども達も避難の仕方が身につき、
危機管理意識が高まっていった。

・園行事や保育参観を通して子ども達の生活を見てもらう
ことで、保護者と共通の認識をもって話ができた。また、折
に触れて相談にのることで、子育てを支えることにつながっ
ていった。
・おひさまでは、各学年が踊りや歌を披露したことで、参加
者からも好評で子どもの育ちを知ってもらう機会となった。
参加者が増えたことで、入園希望にもつながっていった。
・子育て講座や大学との連携によって、教育相談の機会を
つくることもできた。
・個人面談や懇談会、掲示板等で子ども達の様子を伝え
たことで、保護者からの協力が得られている。

おひさまを工夫しながら取り組んでい
て、新入園児確保につながっているの
が良い。園児数減少の原因がPTA活動
のたいへんさや、保育時間の短さである
という声を聞く。預かり保育も来年は始ま
るため、改善できるところは改善しなが
ら、附属のよさが外に発信できると園児
数増につながるのではないか



「あそびについて   語り合
おう」
～子どもの学びと今日的な
課題から考える教育課程
～

・実際の子どもの姿を見て、事例検討を行
い幼児理解を深め、一人一人にふさわし
い指導計画や、３つの資質・能力の視点
から子どもの姿を捉えた教育課程の作成
する。
・反省、考察を循環的に行い保育の質を
高める
・園内研修を進めるにあたり、３回、講師を
招き示唆をいただく。

A

・事例をもとに３つの視点から分析したことで、多様な意見
が出て、子どもの育ちや学びの価値を共通理解することが
でき、各自の学びが多かった。幼児の発達理解とともにそ
の遊びのもつ可能性を捉えることができた。また、子どもの
姿がわかる教育課程の作成をすることもでき、研修の発信
につながった。
・毎週末、クラス全体や一人一人の遊びや生活の様子を
振り返り、翌週の保育検討に活かすことができた。
・園内研修の際、3人の講師にご示唆をいただいたことで、
多様な学びにつながり、参加者からも自分の保育に活か
すことができたという感想が多かった。

附属幼稚園としての研究は来年度も続
けていってほしい。今年は絵画表現の
研修を先生たちが意欲的に取り組んだ
ことで、先生たちの成長も感じた。

静岡県、地域における幼
児教育の質の向上を目指
し情報の発信に努める。

・年３回公開研修の実施
・教育課程をHpに掲載
・静岡市こども園課と連携し若手職員の育
成を行う。

A

・公開研修を３回行うことで、他園の実態や支援方法を知ることが
できた。また、本園を参観したり研修方法の振り返りを行ったこと
で、それが各園の研修や職員間の振り返りの参考になったという
声が多くあった。
・教育課程はHPに掲載予定
・市内のこども園だけでなく、こども園課職員、他市の職員等毎回
定員を上回る申し込みがあり、情報発信の役割を担うことができ
た。

教育課程の工夫が可視化できていて、
わかりやすかった。今後、保護者や地域
の人にみてもらえるものになっていって
ほしい。

全国の附属幼稚園とテー
マ別に研修を深め交流を
持ちながら環境や保育者
の関わりを探求する

・文科省委託研究や東海北信越附属幼
稚園で協力しながら研修を深め全国に研
修結果を発信していく。

B

・委託研修についてまとめることで、実践の分析をすることができ
た。東海北信越附属幼稚園の研修会では他園の研修の仕方や
事例の提供の仕方、子ども理解の手だてなどを学ぶことができ
た。保育では金沢大学とオンライン研修を行い、ＩＣＴ機器を活用
し保育実践で効果をあげた。
・全国に発信するやり方については課題がある。

広い環境を活かした保育等の静大附属
幼稚園の良さを全国にも発信してほし
い。

大学教員との連携を取
り、専門的知識を職員の
資質向上や保護者支援に
活かしていく。

・大学教員に子育て講座の講師や共同
研究（安心安全な幼稚園のリスクマ
ネージメント）の助言をお願いする。
・研修会での講師や実践と理論をつな
げる助言をいただく。

A

・公開講座で遊具のリスクについて学び、保育中の指導に活かす
ことができた。また、子育て講座では、大学教授の専門的な視点
からの講話があり、保護者から好評であった。
・研修や公開研などで様々な大学の先生から示唆をもらうことで、
保育や研修の改善につながった。また今年は白井先生に絵画研
修で継続的に教えていただき、保育者の学びとともに子ども達の
表現への意欲が高まるという成果が見られた。

絵画研修も含め、静大の教員とつな
がっているのも附属幼稚園ならではの
良さであり、来年度も引き続き連携を
とっていくと良い。

教育
実習

教育学部との連携の下で、
教育実習に取り組み、教
職の楽しさややりがいが感
じられるような教員養成･研
修に貢献する。

・教職への意欲を実習を通して高められる
ような、講話や職員との振り返りを行い、よ
り具体的な実践や幼児理解力を育成し、
教育の楽しさにつながるようにしていく。

A

・子どもと遊び楽しさを感じることができるように、実習生が子どもと
同じ目線で遊べる機会を設けたり、振り返りで幼児理解を深めたり
していった。また、実習生の話を共感的に受け止めながらも必要
なことは指導していったことで、実習が楽しかったという反省も多
く、意欲的に学ぼうとする姿勢が見られた。

実習生が楽しいと思える実習ができて
いるのは今年の成果でもあるので、来年
度も続けてほしい。

学校評価総括

次年度に向けて

預かり保育という新規事業が始まる年でもあるため、今年度の成果を次年度につなげながら、更に保護者支援も取り入れ、園児数の確保と質の高い教育の実施
に取りくみたい。

教育
研究

全体的な評価はAの賛同を得た。園児数減少に伴い園の存続が危ぶまれている状況を踏まえ、教育の質の向上とともに、附属幼稚園の良さ発信しながら園児数
の確保につなげていく必要がある。


